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変
換
効
率
25
・
４
㌫

太
陽
光
モ
ジ
ュ
ー
ル

新
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の

出
荷
開
始

自治体を対象にした
再エネ導入に関する

6カ月間無償で
アドバイザリー業務募集中

普
通
充
電
器
」な
ど

ュ
ー
ト
ラ
ル
時
代
の

実
に
貢
献
す
る

ス
を
提
案

5自治体
限定

長
寿
命
や
シ
ン
プ
ル
な
外
観
も
特
徴

「
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ

ワ
ー
ル
ド
」展
よ
り

LONGi

は
こ
の
ほ
ど
、
Ｎ
型
Ｂ
Ｃ
（
バ

ッ
ク
コ
ン
タ
ク
ト
）
技
術
「
Ｈ

Ｐ
Ｂ
Ｃ
２
・
０
」
な
ど
を
採

用
し
た
新
製
品
「
Ｈ
ｉ
‐
Ｍ

Ｌ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
ｉ

（
中
国
・
西
安

市
）
お
よ
び
日

本
法
人
の
Ｌ
Ｏ

Ｎ
Ｇ
ｉ

Ｓ
ｏ
ｌ

ａ
ｒ

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ

（
東
京
都
港
区
）

Ｏ

Ｘ
10
」
（
ハ
イ

モ
・
エ
ッ
ク
ス
・

テ
ン
）
を
日
本
市

場
に
投
入
す
る
こ

と
を
発
表
し
、
分

散
型
太
陽
光
発
電

向
け
に
１
月
よ
り

出
荷
を
開
始
し
て

い
る
。

新
製
品
は
、
昨

抵
抗
バ
ラ
つ
き
お

よ
び
不
純
物
が
少

な
く
、
ウ
ェ
ハ
は

厚
さ
10
㍈
で
、
機

械
的
強
度
を
向
上

さ
せ
た
。
昨
年
、

結
晶
系
シ
リ
コ
ン

太
陽
電
池
の
モ
ジ

ュ
ー
ル
変
換
効
率

で
、
中
国
メ
ー
カ

ー
と
し
て
初
め
て

世
界
記
録
25
・
４

㌫
を
達
成
し
た
。

新
製
品
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
は
、
ブ
ラ

ッ
ク
フ
レ
ー
ム
採

年
９
月
に
発
表
し
た
ユ
ー
テ

ィ
リ
テ
ィ
市
場
向
け
製
品

「
同
９
」
に
続
き
、
Ｎ
型
Ｂ

Ｃ
技
術
「
Ｈ
Ｐ
Ｂ
Ｃ
２
・

０
」、「
Ｔ
ａ
ｉ
Ｒ
ａ
ｉ
（
タ

イ
レ
イ
）
ウ
ェ
ハ
」、
０
Ｂ

Ｂ
（
ゼ
ロ
・
バ
ス
バ
ー
）、

高
性
能
封
止
材
を
採
用
し
て

い
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｃ
ｏ
ｎ
製
品

を
超
え
る
高
効
率
・
高
出

力
、
長
期
信
頼
性
や
リ
ニ
ア

出
力
保
証
値
、
安
全
性
に
加

え
、
高
温
時
や
低
照
度
条
件

下
で
の
優
れ
た
実
発
電
量
、

用
54
セ
ル
ク
ラ
ス
サ
イ
ズ

（
４
７
５
～
５
０
５
㍗
）
と

防
汚
タ
イ
プ
を
加
え
た
片
面

発
電
72
セ
ル
ク
ラ
ス
サ
イ
ズ

２
タ
イ
プ
（
６
４
０
～
６
７

０
㍗
）、
両
面
発
電
72
セ
ル

ク
ラ
ス
サ
イ
ズ
（
６
４
０
～

６
６
０
㍗
）
の
４
タ
イ
プ
。

１
月
～
４
月
の
間
に
順
次
出

荷
を
予
定
し
て
い
る
。

高
出
力
と
高
効
率
に
加

え
、
優
れ
た
リ
ニ
ア
出
力
保

証
（
30
年
目
で
88
・
85
㌫
）、

温
度
係
数
に
よ
り
、
設
置
年

数
が
経
つ
ほ
ど
発
電
量
で
大

き
な
差
が
出
る
。
同
社
は
、

分
散
型
市
場
向
け
戦
略
製
品

と
位
置
づ
け
、
日
本
市
場
に

お
け
る
屋
根
上
設
置
に
適
し

た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
年
内
に
国
内
出
荷
５
０

０
㍋
㍗
を
目
指
し
て
い
る
。

シ
ン
プ
ル
で
美
し
い
外
観
が

特
長
だ
。

Ｎ
型
Ｂ
Ｃ
技
術
「
Ｈ
Ｐ
Ｂ

Ｃ
２
・
０
」
は
、
セ
ル
表
面

に
は
配
線
が
無
く
、
配
線
は

裏
面
で
一
直
線
に
配
置
さ
れ

て
い
る
Ｂ
Ｃ
構
造
。
ま
た
、

ソ
フ
ト
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
設

計
に
よ
り
、
セ
ル
単
位
で
バ

イ
パ
ス
ダ
イ
オ
ー
ド
的
な
機

能
を
持
つ
。
同
社
開
発
の
「
Ｔ

ａ
ｉ
Ｒ
ａ
ｉ
ウ
ェ
ハ
」
は
、

N型BC技術「HPBC2.0」採用の
新製品「Hi-MO X10」 

新製品ラインアップ

新電元工業ブース

Ｅ
Ｖ
用
「
見
せ
な
い
普
通
充
電

器
」
は
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２

０
２
４
を
受
賞
し
た
◀

ン
賞
２
０
２
４
を
受
賞
し
た

Ｅ
Ｖ
用
「
見
せ
な
い
普
通
充

電
器
」
な
ど
、
様
々
な
製

品
・
技
術
を
展
示
し
た
。

充
電
機
能
の
み
を
提
供
す

る
「
見
せ
な
い
普
通
充
電

器
」
は
、
幅
・
高
さ
が
約
８

㌢
㍍
、
奥
行
約
40
㌢
㍍
で
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
製
品
本
体
に

ボ
タ
ン
や
表
示
器
が
な
い
の

で
き
る
。

無
線
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー

も
可
能
で
、
リ
モ
コ
ン
な
ど

の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
開

発
す
れ
ば
、
様
々
な
デ
ザ
イ

ン
、
課
金
サ
ー
ビ
ス
、
設
置

ア
イ
デ
ア
な
ど
に
対
応
し
た

充
電
器
を
実
現
で
き
る
。
公

共
用
ス
ポ
ッ
ト
や
事
業
所
な

ど
多
人
数
が
利
用
す
る
駐
車

場
で
の
採
用
が
想
定
さ
れ
て

お
り
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

ほ
か
に
ブ
ー
ス
で
は
、
同

社
製
Ｓ
ｉ
Ｃ
デ
バ
イ
ス
、
Ｓ

ｉ
Ｃ
デ
バ
イ
ス
の
使
用
例
と

し
て
高
効
率
な
オ

ン
ボ
ー
ド
チ
ャ
ー

ジ
ャ
ー
、
Ｅ
Ｃ
Ｕ

高
機
能
化
に
伴
う

発
熱
対
策
の
理
想

ダ
イ
オ
ー
ド
、
ま

た
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

機
電
一
体
化
に
対

応
す
る
デ
バ
イ
ス

な
ど
が
紹
介
さ
れ

た
。

中
小
企
業
向
け
自
家
消
費

太
陽
光
設
置
ス
キ
ー
ム
「
Ｒ

ｏ
ｏ
ｆ

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
を
展

め
、
自
家
消
費
太
陽
光
の
設

置
を
推
進
す
る
Ｒ
ｏ
ｏ
ｆ

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
を
創
案
し
た
。
初

期
費
用
ゼ
ロ
で
太
陽
光
発
電

設
備
と
遠
隔
監
視
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
提

供
さ
れ
、
15
年
の
長
期
割
賦

契
約
に
よ
り
初
年
度
か
ら
電

力
料
金
削
減
効
果
が
得
ら
れ

る
の
が
特
長
だ
。

今
回
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

業
務
は
地
域
脱
炭
素
を
推
進

す
る
中
で
、
自
治
体
と
先
進

的
な
再
エ
ネ
事
業
者
の
連
携

が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
現

が
特
徴
。
防
水

せ
な
い
」
場

所
に
隠
す
こ

と

が

で

き

る
。
充
電
方

式
は
Ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
３

で
、
充
電
コ
ネ
ク

タ
を
Ｅ
Ｖ
に
差
し

込
む
だ
け
で
充
電

で
地
面
や
天
井
に
も
直
接

固
定
で
き
る
た
め
、「
見

RDo

開
す
る
一
般
社
団
法
人
日
本

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域

資
源
開
発
機
構
（
Ｒ
Ｄ
ｏ
）

は
こ
の
ほ
ど
、
全
国
の
自
治

体
が
共
通
し
て
抱
え
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
関

す
る
課
題
を
解
決
す
る
た

し
た
。
５
自
治
体
を
上

限
に
募
集
す
る
。

Ｒ
Ｄ
ｏ
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
実

め
、
６
カ
月
間
無
償

で
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

業
務
を
行
う
と
発
表

RDoが展開している、中小企業向けの自家消
費型太陽光発電設備の導入スキーム。ここで
も自治体との連携がキーになっている（提供：
日本再生可能エネルギー地域資源開発機構）

市町村別の再エネ導入ポテンシャル
（資料：環境省）

現
を
目
指

し
、
近
畿

地
方
を
中

心
に
地
域

脱
炭
素
を

支
援
し
て

い
る
。
地

域
の
脱
炭

素
化
は
中

小
企
業
の

再
エ
ネ
導

入
が
鍵
を

握

る

た

状
が
あ
り
、
そ
の
解
消

が
狙
い
と
な
る
。
Ｒ
Ｄ

ｏ
が
様
々
な
再
エ
ネ
事

業
者
の
持
つ
技
術
や
知

識
を
地
域
特
性
に
応
じ

た
形
で
共
有
し
、
自
治

体
が
地
域
需
要
家
か
ら

相
談
を
受
け
た
際
な
ど

の
専
門
性
や
リ
ソ
ー
ス

不
足
を
補
う
。
さ
ら
に

自
治
体
と
事
業
者
が
情
報
交

換
で
き
る
場
も
用
意
す
る
。

Ｒ
ｏ
ｏ
ｆ

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
も
選

択
肢
の
一
つ
と
す
る
が
、
地

域
需
要
家
の
実
情
に
合
わ
せ

て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

代
表
の
境
内
行
仁
氏
は

「
自
治
体
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
民

間
か
ら
引
き
出
す
と
き
、
中

立
性
を
保
つ
必
要
か
ら
多
く

の
制
約
が
あ
る
。
Ｒ
Ｄ
ｏ

が
、
行
政
の
立
場
に
立
ち
な

が
ら
民
間
の
事
情
を
し
っ
か

り
と
理
解
し
、
両
者
の
橋
渡

し
を
す
る
『
通
訳
者
』
と
し

て
の
役
割
を
担
う
。
同
時
に

複
数
の
自
治
体
が
持
つ
課
題

を
一
括
し
て
解
決
に
導
く
中

間
支
援
組
織
と
な
り
、
各
地

で
効
率
的
で
効
果
的
な
地
域

脱
炭
素
を
実
現
し
た
い
」
と

話
し
た
。


